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水戸・勝田都市計画地区計画の決定(大洗町決定) 

 

都市計画祝町周辺地区地区計画を次のように決定する。             （大洗町） 

名    称 祝町周辺地区 地区計画 

位    置 大洗町大字磯浜町の一部 

面    積 約３２．５ｈａ 

地区計画の目標 

本地区は，大洗町役場から北東へ約 2km の距離に位置する既存集落地であり，

近くにはアクアワールド茨城県大洗水族館や大洗ゴルフ場，宿泊施設が立地するな

ど，観光地としての一面もあわせ持つ地区である。 

近年の大洗町及び本地区は，人口減少・少子高齢化の進展が顕著であり，祝町小

学校の閉校，空き家の増加など，地域活力の低下が懸念されている。また，東日本

大震災における津波被害を踏まえた高台における新たな土地利用の展開及び移住

の促進が求められている。 

このような状況を踏まえ，本地区では，居住者が将来にわたって永く住み続けら

れるよう，定住化の促進や不良な街区形成の防止を図り，秩序ある土地利用の形成

を実現することにより，既存集落地の良好な住環境の維持・向上を図ることを目標

とする。 

区

域

の
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備

・
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保

全

の

方

針

 

土地利用の 

方   針 

本地区は，既存集落地としての良好な住環境の維持・向上を図るため，次の３

地区に区分し，適切な土地利用を誘導する。 

1．既存集落地区 

本地区（幹線道路沿道地区及び既存宿泊施設周辺地区を除く）には，「既存集

落地区」を配置し，周辺環境を害する恐れのある施設等の立地を制限し，既存

集落地の良好な住環境の維持・向上を図る。 

2．幹線道路沿道地区 

県道那珂湊大洗線及び町道8-1339号線沿道や旧祝町小学校跡地及び町営松ヶ

丘住宅には，「幹線道路沿道地区」を配置し，地区住民の日常的な利便施設等の

立地を図りつつ，既存集落地の良好な住環境の維持・向上を図る。 

3．既存宿泊施設周辺地区 

既に大型ホテルが立地する周辺には，「既存宿泊施設周辺地区」を配置し，地

区住民の地域雇用の確保を図るとともに，既存集落地と連携し地域特性の維

持・向上を図る。 

地区施設の 

整備方針  

本地区の都市計画道路 3・4・63 曲松祝町線，3・6・69 角一大洗線及び 3・4・

66 関根祝町線は，幹線道路としての機能を有していることから，これら都市計

画道路間を結ぶ路線を補助幹線道路とするとともに，地区内の生活道路である路

線を区画道路として配置し，地区施設として位置付ける。 

また，既に地区内に配置されている広場を地区施設として位置付け，広場機能

の維持・保全を図る。 

建築物等の 

整 備 方 針 

土地利用の方針や地区の特性に即し，「建築物等の用途の制限」，「敷地面積の最

低限度」，「建蔽率の最高限度」，「容積率の最高限度」，「建築物等の高さの最高限

度」を定め，既存集落地の良好な住環境の維持・向上を図る。 
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地
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整

 

備

 

計

 
画 

地区施設の 

配置及び規模 

名 称 幅 員 延 長 備 考 

補助幹線道路 1 号 

補助幹線道路 2 号 

 

区画道路 1 号 

区画道路 2 号 

 

区画道路 3 号 

区画道路 4 号 

10.5～16m 

 6～8m 

 

 7～10m 

 6m 

 

 6m 

 8m 

約 185ｍ 

約 425ｍ 

 

約 265ｍ 

約 270ｍ 

 

約 200ｍ 

約 135ｍ 

町道 8-1329 号線 

町道 8-1001 号線 

及び 8-1006 号線 

町道 8-1008 号線 

町道 8-1012 号線 

及び 8-1017 号線 

- 

- 

名 称 規 模 備 考 

広場１号 

広場２号 

約 700 ㎡ 

約 800 ㎡ 

二葉住宅広場 

二葉緑住宅広場 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項

 

地区の 

区分 

名称 既存集落地区 幹線道路沿道地区 
既存宿泊施設 

周辺地区 

面積 約１８．０ha 約９．４ha 約５．１ha 

建築物等の

用途の制限 

次に掲げる建築物以

外は建築してはならな

い。 

1.建築基準法別表第 2

（は）項に掲げる建

築物 

2.事務所・自家用倉庫

で，その用途に供す

る部分の床面積の合

計が 500 ㎡以内，か

つ 2 階以下のもの 

次に掲げる建築物以外は建築し

てはならない。 

 

1．建築基準法別表第 2（は）項に

掲げる建築物 

ただし，建築基準法別表第 2

（は）項5号中の500㎡を1,500

㎡に読み替えるものとする。 

2.事務所・自家用倉庫で，その用途

に供する部分の床面積の合計が

1,500 ㎡以内，かつ 2 階以下のもの 

次に掲げる建築物

以外は建築してはな

らない。 

1.建築基準法別表第

2（は）項に掲げる

建築物 

2.事務所・自家用倉庫

で，その用途に供

する部分の床面積

の合計が 500 ㎡以

内，かつ 2 階以下

のもの 

3.ホテル又は旅館，その用途に供する部分の床面積の合計

が 3,000 ㎡以内のもの 

3.ホテル又は 

旅館 

4. 食品製造業（食品加工業を含む。）の工場その他これらに類するもので、作業場

の床面積の合計が 200 ㎡以内のもの（原動機を使用する場合にあっては、原動

機の出力の合計が 0.75 キロワット以下のものに限る。） 

敷 地 面 積 の 

最 低 限 度 
200 ㎡ 

建 蔽 率 の 

最 高 限 度 
6/10 

容 積 率 の 

最 高 限 度 
20/10 

建築物等の 

高 さ の 

最高限度 

10ｍ 

ただし，第一種又は第二種低層住居専用地域の日影規制（建築基準法別表第 4 第 1 項（に）欄

（1）の号）を満たす場合に限り，20ｍとする。 
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適用の除外 

１．本地区計画に係る都市計画決定告示の際，現に存する建築物又は現に建築，修繕

若しくは模様替の工事中の建築物がこれらの規定に適合せず，又はこれらの規定に

適合しない部分を有する場合においては，当該建築物又は建築物の部分に対しては，

地区整備計画の内当該規定は適用しない。 

２．本地区計画に係る都市計画決定告示の際，現に存する建築物又は現に建築，修繕

若しくは模様替の工事中の建築物であって，「建築物等に関する事項」のうち「建築

物の用途の制限」に適合しない建築物で，当該建築物の「建築物の用途の制限」の

規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積の合計が，基準時におけるそ

の部分の床面積の合計の 1.2 倍を超えない範囲で行う増築又は改築については，地区

整備計画の内当該規定は適用しない。 

３．本地区計画に係る都市計画決定告示の際，現に存する建築物又は現に建築，修繕

若しくは模様替の工事中の建築物であって，「建築物等に関する事項」のうち「建築

物の用途の制限」に適合しない事由が原動機の出力による場合においては，増築又

は改築後の出力の合計の 1.2 倍を超えない場合，地区整備計画の内当該規定は適用し

ない。 

４．本地区計画に係る都市計画決定告示の際，現に一の敷地として使用されている土

地であって，「建築物等に関する事項」のうち「敷地面積の最低限度」に適合しない

もの又は現に存する所有権その他の権利に基づいて建築物の敷地として使用するな

らば，「敷地面積の最低限度」の規定に適合しないこととなる土地について，その全

部を一の敷地として使用するものについては，地区整備計画の内当該規定は適用し

ない。 

５．本地区計画に係る都市計画決定告示の際，現に存する建築物又は現に建築，修繕

若しくは模様替の工事中の建築物であって，「建築物等に関する事項」のうち「建蔽

率の最高限度」，「容積率の最高限度」，「建築物等の高さの最高限度」に適合しない

建築物で，基準時における「建蔽率」，「容積率」，「建築物等の高さ」を超えない範

囲で行う増築又は改築については，地区整備計画の内当該規定は適用しない。 

６．本地区計画に係る都市計画決定告示の際，建築基準法及び都市計画法の規定に違

反している建築物，建築物の敷地又は建築物若しくはその敷地の部分に対しては，

前各項（第 1 項から第 5 項）は適用しない。 

７．建築物等に関する事項について，町長が，地域の発展に資するもので周辺の環境

を害する恐れがないと認め，大洗町都市計画審議会の議を経たものについては，地

区整備計画の内当該規定は適用しない。 

 

「区域及び地区施設の配置は，計画図表示のとおり」 

理 由 

既存集落の良好な住環境の維持・向上を目指し，不良な街区形成の防止や秩序ある土地利用の

形成を実現するため，本地区計画を定めるものである。 

県指針を採用。 
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祝町周辺地区　地区計画　総括図

水戸・勝田都市計画

祝町周辺地区　地区計画
約32.5ha

【理由】
　 既存集落の良好な住環境
 　の維持・向上


